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この本は、Minecraft 公式製品・公式本ではありません。
また、Mojang などから承認されておらず、関係性はありません。
This book is NOT Official Product / Book of Minecraft.
Also, this never had any of approval or relativity with Mojang.
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Block Pioneer ~Fifth Ave Ver~
Published : 2018 年 8 月 10 日   For C94 (E-PUBLISHED)

4~9 ページ 特集 1. Genkoku Story & Mirai
Bookraft は、今回歴史ある Minecraft マルチプレイサーバー「幻黒サーバー」に対し、
インタビューを行う事となった。 設立から５年。彼らの見ている、次の未来とは。

マイクラ大好き　ななえもん
正式なタイトル名はまだない… PC (JavaEdition) 版のマルチを平和に楽しむため
の、重要なプラグインをピックアップして紹介します。 4 コマはそのうちに…

10~11 ページ 特集２. Project MC-Exam とは ...?
Bookraft は、今回で 2 回目となるコミケ参加になるが、次回冬コミがどうなるのか、
私たちの将来の決断と、それを進める新たなプロジェクトを公開しようと思う。

12~17 ページ

18~19 ページ マイクラサーバーでの後方支援者のすゝめ。
昨今のマインクラフトマルチサーバーは、運営が「内部崩壊」を起こしてしまう 
事例が多発している。それを回避すべく、燃えない秘訣を書き記した。

20~25 ページ

わかる！ Minecraft 商業目的使用ガイドライン
多くの人が Minecraft の商用目的利用ガイドラインを理解せずに活動していたりす
る。今回、それを分かりやすくした解説記事を書いていただいたので、掲載する。

26~27 ページ 編集後記・関係者名簿
Bookraft 設立から早半年。初めてのカラー本な訳だが、果たして筆者的にはどう 
思ったのだろうか。次の未来に向けて、また進んでいく。

Bookraft 初のカラー対応本。かつ初の大幅改装。(Nico Ver は C93 の再構成品 )
Fifth Avenue の由来は前回の Nico Ver の由来、ニコ動が先日、GINZA から ( く ) に変わった事
を記念し、銀座に似た地名として、ニューヨークの高級商店街、五番街を採用した結果。
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Genkoku
５年目からの
Java版全盛期の2013年夏に公開された 
幻黒サーバー。国内でも相当の定住者が
おり、今年で 5 周年である。
これからのマイクラと、幻黒サーバーの
将来の両面を扱おうと思う。
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Story & Mirai
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5 年目からの Genkoku Story & Mirai
インタビュー with 運営メンバー

 匠急という、幻黒の基礎
 ー 幻黒サーバーの特徴的な事や、運営と
して見た場合「ここに行って欲しい」と 
思う場所は？
Nashi : やっぱり第一は匠急じゃないです 
かね。確かサーバ公開時期から同時に公開 
されて、Youtube にもコースターの公式 
紹介動画が中心に複数アップされていたり 
HP ( genkoku.city ) と は 別 で 匠 急 用 の 
サイト ( syouq-low.land ) が用意されて 
いたりと一番力が入っているのでは？とは
思いますかね。
 ー 設立当初からある匠急だが、設立経緯 
は、どのようなものなのだろうか？
幻黒 : 僕がジェットコースターマニアで 
マインクラフトでジェットコースターが 
作れたら面白いなと思い作りだしたのが

きっかけです。
幻黒サーバを設立して数か月は外部に公開
していない身内サーバで、参加者は主に 
実関係の友人でしたが、コースターの数が 
増えてきたので、公開サーバにして色々な人
に乗って欲しいと考え、公開を決意しました。
 ー 運営の皆さんのオススメは？
Nashi : WhiteBreaker ってコースターは
紹介動画の再生数も一番多いですし、匠急 
入 口 か ら 見 え る 一 番 高 い コ ー ス タ ー で 
乗り易いですし、スピード感も最高なので 
オススメできます！
あとは MysteryMine2 とかも人気ですかね。
Yuuki : 私のオススメは、Nashi さんの言った 
MysteryMine2 ですね。洞窟の中を疾走する 
という爽快感と「マイクラというゲーム」の
特徴を押さえられていて凄くおすすめです！

 ー 先日の超まいくらひろばで、コースター
の VR 展示をやっていたが、具体的な期間
はどれぐらい掛かったのだろうか？
幻黒 : Web ページ・ジェットコースター
の作成に 1 か月ほどかかりました。自作
PC と市販の HMD を使用しました。
Yuuki : 匠急 VR の設備ですが、プラグイン 
に つ い て は TrainCarts 以 外 使 用 せ ず、 
バニラにある機能で稼働させていました。 
また独自の Playsound を追加して使用し
ていました。
 ー 幻黒サーバーには mcMMO や Jobs
といった、多くの生活鯖にある一般的な
やり込み要素が無い。その中で、多くの 
参加者を維持できているが、なぜか？
Nashi : 接続人数の維持って、維持しよう
と思ってしてるわけでもないんですよね。

　5 年目を迎えた幻黒サーバー。ジェットコースターを始まりとし、多くの国内生活サーバーに何らかの影響を与えている。

幻黒サーバー設立から 5 年を迎えた今年。丁度 5 周年と言える 5 月は超まいくらひろばで、幻黒サーバーの 
特徴点とも言える、匠急ローランドのジェットコースターを再現した VR を展示していた。
そんな幻黒サーバーの運営メンバーと、今回インタビューを行う事ができたので、それをここに記したい。
幻黒サーバーの過去と、Bedrock 化の始まる今、そして見据えるその未来とは。
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どちらかというと鯖民同士のコミュニティ
が出来ていて、そのメンバーがいるから 
集まる。みたいな感じですかね。これは、
あくまで僕の主観ですけど。
Yuuki : 例えば、サバイバルワールドに 
１人が街を作り、それが住民を集め、街が 
大きくなる。街そのものの規模もですが、 
一つのコミュニティの規模も大きくなり、 
SkypeやDiscordのグループが出来上がる 
ようになる。そうなると自然とサーバに 
定住してくれるようになってくれていると
考えています。
Nashi : コンテンツと言える程しっかり 
している訳でもないですが、遊び程度に 
オリジナル（非公式）な特殊ボスが湧く 
ダンジョンを作って鯖民に攻略させたり。
( これは告知してやってる訳じゃないので、
あくまで非公式ですが )
あとは別の人管轄ですけど、釣り用の 
プラグインでの釣りコンテストを定期的に
開催したりしてますね。釣った魚のサイズ
を競い合って優勝者には景品とか、最近は 
管理者主催のイベント事より鯖民主催の 
ミニイベントとかが活発ですね。
かくれんぼで見つけた人には景品！とか、
数字を抽選して当たった人には賞金！だと
か多種多様ですね。

 特徴的な性能と、サイト、処罰
 ー このサーバーを動かす PC のスペックは
どのぐらいなのだろうか？
幻 黒 : 最 初 は Core i7 3770 に 32GB の 
メモリ、2TB のストレージから始めました。 
途中で UPS の導入などを行い、今のスペック 
としては Xeon Silver 4114 を 2 つ積んで、 
128GB の ECC 対 応 メ モ リ、10TB 程 の 
ストレージで動いています。最近の改装で、 
サーバ OS が仮想化環境に変わりましたね。
 ー 過去に事故などは？
幻黒 : 事故といえば、SSD の初期不良で
データが破損し、バックアップからの復元に 
時間がかかってしまった事故ですね。
その後は、データ破損時もすぐ復元できるよ
うなバックアップ体制をとっています。
 ー サーバー管理者集めや、それにまつわる
事で何か特徴的なことはあっただろうか？
幻黒 : サーバ管理者集めについては、普通の
一ユーザとして参加してくれた方々を、僕が
推薦していく形で採用していました。
サーバの特筆点としては、Web ページを 
凝ってみたり、宣伝の動画をいくつか出す等
していたので、別のサーバに比べて宣伝に 
力を入れていたな、と今考えると思います。
 ー 大概のサーバーが Wiki などを利用され
てる中では、珍しい運営方法だ。一人で？
幻黒 : これ自体は僕の趣味なので、楽しくて
やりがいがあるので、特別大変だと思ったこ
とはほとんどありません。

 ー サイトに関して一番大変だった事は？
幻黒 : Web に限ったことではないのです
が、大変なのは DDoS 攻撃への対策ですね。
セキュリティ上、詳しい方法は言えません
が、攻撃遮断のために Linode、SBCloud、
さくら VPS など様々なサービスを利用し
てきました。今は AWS を利用しています
が、やはりある程度お金がかかるので大変
ですね。
 ー 力を特に入れた箇所は？
幻黒 : 匠急ローランドのページには特に力
を入れましたね。
他にも、イベント実施時のプロモーション 
ページや、AVALON QUEST の紹介ページ 

（現在は両方非公開）等に力を入れました。
 ー また、荒らしについて、特徴的な処分
を以前はしていたと聞いたが？
幻黒 : はい。確かに 2015 年ぐらいまでは、 

「無期限 BAN 者 0 人」を第一に掲げて 
運営していました。
不正行為や荒らしをした人などを機械的に 
すぐ BAN するのではなく、一人一人と話し 
合って更生を目指す、という方向性での 
運営を心がけていました。
 ー 確かに、過去のサイトには『基本的に
はプレイヤーが復帰することを望む』と書
いてある。やはり難しかったのだろうか？
幻黒 : やはり人数が増えてくるとそういう
訳にもいきませんよね。現在は「BAN を
行なう際は管理者同士で十分に話し合い、

１. 各ジェットコースターは入り口からボタン一つで、待ち時間ほぼ無しで体験できる　２. WhiteBreaker。匠急内最大の高低差と速度がある。
３. MisteryMine2 の入口。初代 MisteryMine もあり、二代目である。 ４. ジェットコースター上から見える、別のコースター。見ても楽しいのが匠急である。
５. 広い為、中は電車で繋がっている。 

1 2

3

54

2,3 は匠急サイトより使用。権利は幻黒管理委員会に属します。
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むやみに無期限 BAN はしない」という 
方針に変えています。

 アクセス数と運営の実感
ー 今の総アクセス数は？
Nashi : 現 時 点 (2018 年 7 月 頭 ) で の、 
累計アクセスアカウント数は 14300 位で
すね。１日に数人位は増えてるんじゃない
かと思います。
 ー いつが最大のアクセス数を記録した頃
だろうか？
Nashi : 僕が覚えてる限りの最大接続は 
ゲンコクエストっていうイベント開始時の
１００人ですかね ...
その時は、まだ接続人数を６０人に制限 
していたんですが、それでも溢れて接続 
できない人が多数居たらしく、イベント時 
のみの限定的にＭＡＸ１００人に変更して
ましたね。
それでも最初は溢れる人いましたが ......
 ー その時、どのように感じたのか？
Nashi : 最序盤は素手でゾンビ倒して腐肉
を入手し、木剣を手に入れて ... の繰り返し 
で鬼畜ゲーだったんですけど、それさえ 
乗り切れれば、後は結構面白いイベント 
でしたね。もう一回、開催してもらいたい
くらいです。
性能については、確か、イベント開催中は
普段の通常サーバは閉じて、イベント用の 
マップのみをロードしたサーバで動かした
と思うので、接続人数多くてもラグとかは
気にならなかった気がしますね。
僕個人の話なんですけど、ラスボス決戦日 
にリアルの友人と用事ができて、そのラス 
ボス戦だけ参加できず、帰ってきた時には 
終わってたっていう・・・・のだけは、今 

でも悔いてます。もっかい開催してほしい
（切実）
幻黒 : AVALON QUEST をベータ版として 
解放した時も満員になりましたね。
鯖主としては、アクセス数が多かった時は、 
どちらかというと心配の方が大きかったで
す。
スペック不足で処理が遅くなったり、荒ら
しが集団で入ってきたりしたりするので、
なかなか気を抜けないためです。
 ー よく、「ようやく○人だ！ これで一流
の仲間入りだ！」みたいに思う管理者が 
居るが、そのようには思ったか？
Nashi : 自 分 の こ と で 手 一 杯 と い う か 
普通に鯖内で遊んでるだけで、もう完結 
してたので、僕はあまり周りのレベルが 
どうとかは考えたことなかったですね ......
幻黒 : そうですね。あまりそのようなこと
は考えてなかったと思います。
Yuuki : 自分もそうは考えて居なかった 
ですが、累計１万人を達成した時に、一つ
の節目として、嬉しく感じました。

でも結構昔（14~15 年頃 ) 、まだサーバ 
リストの JMS に登録してた頃は、サーバ
ランキングを心の中で意識して、ちょっと
対抗意識があった気がします ( 笑 )

 幻黒を通じた、運営の実生活
 ー 幻黒サーバーの運営で得た、知識や、
それが実生活で生きた事はあるか？
Nashi : 運営として得られたものと言うと、 
コマンドを打つことへの慣れとか、英語の 
読み取りとか、そういったところが結構 
実感できるところですかね。
コマンドの慣れは、コマンドライン操作 
する時に、サーバーで慣れてたおかげで 
やりやすかったです。
また英語は、管理者としてプラグインの 
概要くらいは知っておきたいと思い、普段 
から調べてておかげで、少しですが英語も 
読めるようになりました。英語の勉強に活
かせて、とてもありがたかったりします。
Yuuki : 自分は主に PC 全般の知識ですね。 
最初は、右も左もわからなかったですが、
運営や管理をしていたら、自然とそういっ
た知識が身についた気がします。
あとはやっぱり英語や（プログラム関連の）
英単語ですね。プラグイン関連は殆ど英語 
なので、少しは読めるようになるかなと
思ってましたが、思ったより意味が汲み 
取れるようになっててびっくりしました。
Nashi : 言われてみれば、確かに僕も PC 
全般の知識が身についた感じがします
ね ......
自分用の PC を手に入れて、使い始めた頃 
は Java って何？ Mod ってどうやって導入 
するの？ってレベルでしたから ( 笑 )

クリエーションワールドにある、とある球場。数字が何を指すかは、ここでは言わない事とする。

鯖民が多い事から、高品質な建築もあり、このように夜に綺麗なものも存在する。
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幻黒 : 英語力については僕もそうですね。 
また僕は、Web サイトに関する知識が 
ついた気がします。サーバ運営する前から 
HTML などには興味があったのですが、 
運営するにあたってサイト作成など必要に 
迫られる場面が増えたので、かなり身に 
つきましたね。

 幻黒、未来と BE 版
 ー ここ１年で特に進んだ Java 版から、
BE 版への切り替えをどう思っているか？
幻黒 : 難しい質問ですね ......
PC よりもスマホやタブレットが普及して 
いる現状、今後は BE のほうが優勢になっ
ていくのではないでしょうか。最近は BE
のサーバも増えてきましたし、BE のほう
が気軽に参加できる分アクセス数が多いよ
うな印象を受けます。
Nashi : 幻黒さんが言った通り、BE 版の
拡大が著しい今、やはり今後も人口は BE
版に寄っていくと思います。
Yuuki : 自分は、JE は JE として、BE は BE 
として、別々に発展していくのではないか
と考えています。
Nashi : これは他のゲームにも言えること 
かもしれないのですが、同じゲームなのに 
プラットフォームの違いで一緒に遊べない
というのはユーザにとって悲しいことで
す。

 ー BE が発展する理由は？
幻黒 : 現状、BE 版は「簡単に遊べ、本来の 
マインクラフトを楽しめる」もの、JE 版は
本来のマインクラフトだけでなく「高度な 
拡張性を利用して様々な要素を楽しめる」 
もの、という印象を受けています。
 ー 簡易性以外に理由はあるだろうか？
Yuuki : JE 版は昔からいるユーザーが多数を 
占めており、Bedrock Edition という名前 
がそこまで認知されていないように見受け 
られます。
幻黒 : JE には熱狂的なユーザが多いですし。
 ー プレイヤーが増えず、固定化が原因と？
Yuuki : はい。対して、BE 版は PC 以外にも 
スマホやゲーム機など比較的安価の端末で 
遊 べ る と い う 利 点 が あ り、PC を 持 っ て 
いない人で Minecraft の世界や楽しさが 
伝わっていると思います。
 ー 一方で、JE に固執する理由は？
Yuuki : 現状、BE 版は MOD やプラグイン 
による拡張性や、非公式サーバの安全性が 
JE 版に比べて低いように感じられます。
 ー BE 版 は 有 志 サ ー バ ー が 公 式 的 に は 
存在しない事になっている。幻黒サーバー 
は何か BE 版向けに考えているか？
幻黒 : 幻黒サーバでも、匠急ローランド 
な ど 比 較 的 運 用 が 楽 な エ リ ア の み に 限
り、BE 用サーバを用意することも考えて 
います。今後も JE 版サーバを続けて、問題 
のない部分から BE からもアクセス可能と 

していく予定です。BE に完全シフトでは
なく、あくまで互換性を持たせる形ですね。
Yuuki : ユーザーがサーバに何を求めて 
いるのか、JE の「熱を持った人」や BE の 

「気軽に遊びたい人」といった人たちの 
ニーズを取り入れ、かつ BE の情勢や仕様を 
捉え、BE 用エリアの新規作成や拡張を 
検討していきたいと考えています。
 ー 最後に一言
幻黒 : BE と JE はそれぞれ別の Minecraft
として成長していくと考えています。JE
でしか出来ない事もたくさんあります。
今後も、幻黒サーバではマインクラフトの
楽しさを広めるべく、開発を進めていきた
いと思っています。
Yuuki : BE はまだまだ開発段階であり、今
後どのような要素・仕様変更があるかわか
りませんが、BE ユーザーは上の点からユー
ザー数は次第に増えていくと思います。幻
黒サーバは今後も JE 版で開発・運営を行っ
ていきますが、
Nashi : いつか全プラットフォームで分け 
隔てなく一緒に遊べるときが来るかもしれ
ないし（来ないかもしれませんが）、その時 
は誰とでもみんなで遊べたらいいなという
のが理想です。
それまでは今まで活動してきた JE で、幻黒 
サーバで、遊んでくれるユーザが変わらず 
楽しめる環境を作っていけたらなと思いま
す！

多くの人に影響を与えた鯖のロゴも、建築されている。これからの幻黒サーバーも楽しみだ。

Webサイト(QRコード)

幻黒サーバー
URL       ： genkoku.city
サーバー  : mc.genkoku.world
公開        : 2013 年
鯖種類     : 生活・RPG・遊園地
鯖主        :  xAliceGenkokux
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Project MC-Exam とは ...?
将来と来季について

　私たちは、今までコミックマーケット 93 や、ニコニコ超会議併催の超まいくらひろばにおいて、Block Pioneer を
頒布してきました。運が良い事に多くの人にご購入いただき、今回も超会議で頒布したものと同じものを、既刊として 
同時頒布しています。
　さて、この本が頒布される 2 ヶ月前の話になると思いますが、創設者の戸海 空と、今回より絵の提供で入って頂いて 
いる名無しさん、顧問役の花隈さんの 3 名で、今後の Bookraft に関する重大な決定を行ってきました。本来ならば、
Bookraft の独立経緯の都合上、会議みたいなのを開くのは好ましく無いのですが ... オフ会ついでに開いてきました。
　それは、「冬コミに参加しない」という内容のものでした。色々と内部的な事情はありますが、一番は製本担当者 

である戸海 空の大学受験が来年であるというのが大きな要因です。また、日本 Minecraft 協会 (NIMSA) として、 
コミケに参加する準備を始めたのも、ちょうど１年前でした。つまり、制作メンバーの皆には、１年間連続で働いて 
貰っているという事です。そろそろ「季節外れの GW 休暇」を得てもいいんじゃ無いかな、という事で、今年の年末の 
冬休みはきっちり頂く事にしました。
　さて、そんな「休暇」をいただく私たちですが、６月中に戸海 空 個人のアカウントで告知した新たなプロジェクト 

「MC-Exam」を立ち上げる事にしました。今回は、それについて、説明しようかと思います。

前回のコミケのサークル入場時の画像。抽選を潜り抜けた同人サークルの関係者や個人の特権的な風景だが、今年の冬はこれを見る事は無い。

今回、夏コミは無事成功したと思う。多くの方に協力していただき、MSGI として隠していた 
「幻黒サーバーインタビュー」により、幻黒サーバーは本として、文献に残った。
そんな Bookraft だが、前回の Nico Ver に記載した通り「綻び」が発生している。そんな私達の 
挽回策と、将来の方向性を、今回皆様に提示したいと思う。

問題例は次のページに！

戸海 空 ( 製本責任者 )
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試供版  正解
 問 1 ③
①は Minecraft はシングルコアしか 
認識しない為、コアあたりのクロック 
数が重要であり、正解。
②は、Windows 10 の EULA を参照。
③は、サーバー側はワールドのみを
扱う為、誤り。
④は、ほぼ同じ寿命の同ロット回避
の為の一般的な方法であり、正解。
⑤は、UEFI の Secure Boot が存在
すると、Windows 以外を受け付けな
い種類も存在するので、正解。

 問２ ④
①の 4G・Wimax 回線はレイテンシが 
良くない。また、Wi-Fi は向かない。
②は、光ハイブリッドは回線として
遅い、流合雑音問題より向かない。
③は、衛星通信を用意できる時点で
お金の使い方を誤っているとしか 
言えないが、低レイテンシには不向き 
な環境であるので向かない。
④は、ファイバーで家まで届いてる
ので、最速であり、最適解。

 問３ ③
③は、自動化のみが違反対象であり、
一般的な SPAM は対象外である。

３

じゃあ次回参加のイベントはいつなの？
次回参加予定のイベントは、2019 年の春以降のイベントを考えています。また、
2018 年 7 月より開始した「ミライ工房」シリーズの生放送は不定期ながらも、 
継続予定です。 ( ニコ生・YouTube Live の同時配信は 2018 年中を予定 )
ミライ工房において、また決まりましたら放送いたします。

皆様のご期待に沿えず、申し訳ございません。
来年の春以降にまた、お会いできると嬉しいです。
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　こんにちは。花隈です。
　この見開き１ページの間で、Minecraft のサーバーを管
理する人に是非役立つであろう後方支援のヒントを紹介さ
せていただきます。サーバーを管理する人たちが 7 名を 
超える、もしくは Mod やプラグインの開発など多種多様
な活動を並行して行うチームを管理する人たちに向けて作
成されています。

後方支援とは？
　人数が多くなればなるほど、チームで出来ることが増
え、色々なプロジェクトを展開することができます。例え
ば、一つのチームの中でサーバーを運営し、それに必要な 
プラグインやツール等も自分のチームで制作が出来るので、
結果としてサーバにやってくる人たちが楽しめるような 
コンテンツが制作出来ることでしょう。サーバの運営でも、
日常のメンテナンスや、イベントの企画など、少人数では
なかなかできないことも可能になるはずです。

　しかし、人数が多くなれば、当然それをまとめる存在が
必要になります。まとまらないとチーム内で混乱が発生し、 
例えばプロジェクトの大幅な遅延、予定外の計画変更、 
最悪プロジェクト自体のキャンセルなどが考えられます。 
それが続いてしまうと、チーム全体のモチベーションにも 
直結するため、アクティブなメンバーの減少につながってし
まうことも十分に考えられます。その結果として、チーム 

自体の内部崩壊が起きるケースが増えています。特に昨年 
以降この種の問題が増え、最終的に炎上にまで繋がった 
事例も散見されます。
　
少人数のチームであれば、代表がまとめることが出来る 
ため、大きな問題にはならないでしょう。しかし、人数が 
増えてくると、展開するプロジェクトも増え、代表が一人で 
まとめる余裕も減っていきます。後方支援はそんな 
本 来 代 表 が す る で あ ろ う チ ー ム の メ ン バ ー の 管 理、 
プロジェクトのチェック、予定の整理などを代行するため
に存在します。

　部活を例に考えてみましょう：キャプテンは大会出場
に向けて練習を指揮します。マネージャーはチームの 
メンバーの健康状態や練習内容に無理がないかなどを 
チェックする作業を行います。後方支援はマネージャーに 
あたります。次の項では私が実際に行ってきた経験をもと 
に後方支援が何をするべきかをまとめていきます。

後方支援は誰がするべきなのか
　大きく分けて２つの方法が考えられます。新しく 
メンバーを採用し、その人に担当してもらうか、既存の 
メンバーの中から配置を変更して、担当してもらうという
ものです。既存のメンバーから配置を変更したほうが、す
でに経験があるので即戦力になるかもしれません。新しく
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メンバーを採用する場合にはよく吟味するべきです。普段
管理するメンバーを募集している場合、後方支援担当に 
ついては募集するのではなく、スカウトという形式を取った 
ほうがいいでしょう。基準としては沢山の事をこなすこと
が出来る人ではなく、人を観察することが上手な人、可能
であれば上手なコミュニケーションが取れる人が望ましい
です。沢山の事をこなすことが出来ないようであればもう
一名採用すればいいだけのことです。
　 

いずれにしても、担当になった人は後方支援以外の作業に
充当しないことが望ましいです。おそらく担当になった人
は後方支援の作業で手一杯になるはずです。

後方支援の担当者は何をするのか
　大別して３つの仕事があります。１つ目には進行中の 
プロジェクトの管理です。イベントの計画、プラグイン等の 
開発、日常メンテナンスなど人員の配置等に無理はないか、 
プロジェクトの内容に対して準備期間にゆとりがあるか、 
アクシデントが発生したときにすぐに対処できる準備 
があるか、などメンバーが慌てないようにしておくため 
のものです。わかりやすく言うと、「常に最悪の事態を想定
する」作業です。

　２つ目にはメンバーとの頻繁なコミュニケーションです。
おそらく定期的なミーティングを行っていると思いますが、
それだけでなく可能な限り日常会話をすることは、メンバー
の性質を知る上でもとても役に立つはずです。必ずしも音
声通話を行う必要はありません。チャットや Twitter など
で軽く喋る、というだけでも十分にその人を理解するきっ
かけになるはずです。メンバーの性質を知れば、当然その
ままプロジェクトの人員配置のときに役立てることが出来
るはずです。メンバーが必要としていたら、どんな話でも
聞いてあげるといいかもしれません。

  ３つ目に情報の整理です。メンバーのこと、プロジェクト 
のこと、そのメンバーが生み出す文書、プロジェクト内で
発生する記録、ミーティングのノートなどチームの規模が
大きくなればなるほど管理するべきことが多くなってきま
す。管理の方法はチームの形態によって様々ですが、折角
の情報を紛失したり、流出させたりするとその後のチーム
の維持にとても大きな支障をきたします。安全で、確実な
方法での情報管理が必須です。
　上記３つの内容から、私が以前所属していたチームでは
後方支援担当者は総務部長と呼んでいたものです。

では後方支援担当者を割り当てたら
　少なくとも代表と担当者はいつも連絡を取り合って連携
する必要があります。あくまでも本来の後方支援者の役
割は代表の仕事を代わりに行っているだけに過ぎないの
で、いつでも物事の最終決定権は代表者に委ねられるわけ
です。代表は運営に関する助言を後方支援担当に求める 
べきですし、後方支援担当は何か意思決定を行うときに代
表に確認を取るべきです。すべての意思決定をたった一人 
の人間が行うと、どんなに小規模なプロジェクトでもほぼ 
必ずトラブルは起きるものです。

まとめ
　チームのメンバーが多くなり、規模が大きくなってきた
ら、代表者は後方支援担当者の割当を検討してください。 
割当の際には人間観察やコミュニケーションをうまく 
取れる人が望ましいです。割り当てられた人は代表者と 
密に連携しながら管理、対応を行いましょう。それはきっと 
明るく楽しいチーム運営に役立つはずです。

このページから皆様の団体が内部崩壊がしないよう願って
います。ありがとうございました。

書いた人
花隈 ( 湊川 )
Minecraft を 2014 年から始めたプレイヤー。名前は
自宅最寄り駅 ( 阪急線 ) より。
幻黒サーバーの喫茶フラワーベアーの元ネタでもある。
TCRS でサーバー管理者を務めたのちに、事務関係を
行う。辞職後、ドラッグストアのレジ打ちとなる。

組織の巨大化によるネット炎上の可能性を考え、募集しなければならない

絵は「いらすとや」のものを含みます。
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制作責任者

戸海 空

制作関係者

アメリカにいるミク廃。NIMSA×C93 Project メンバーを殆ど引き継ぎ、
Bookraft を設立。この本の製本責任者。( コミケの当日は居ません )

かずにゃん
一言で言えば、ツイ廃。それを生かし、Web サイト・SNS 責任者でもある。 
戸海 空の渡米後、日本での住所窓口、財政面での協力者でもある。

ななしさん
NIMSA×C93 Project の際の売り子。それが今でも引き継がれ、C94 に
おいては現場責任者でもある。「ななえもん」の作者

KAZUTO
建築の森サーバーの責任者。超会議直後より、制作責任者層に入った。
今回は写真等の撮影を行っている。( 一部建築の森メンバーの委託有 )

ta3
Bookraft 唯一の開発者系メンバー。KAZUTO 氏と同じく、初期からの
メンバーである。今回は自らのページを手がける事となった。

花隈 ( 現 . 湊川 )
C94 から参加したメンバー。戸海 空と TCRS で知り合う。その関係で
Bookraft における顧問役となる。会議をまとめるのが特技。

所謂「幹部層」かつ、メインで動いてる人たち

幻黒
幻黒サーバーの創設者。ジェットコースターマニアで、そこから幻黒へと
繋がる。鯖主で Web サービス ( サイトなど ) 全般の管理も行う。

Nashi
幻黒サーバーのスタッフ。2017 年頭より、幻黒サーバーの管理者となる。
建築スタッフ・管理スタッフの兼任である。

Yuuki
幻黒サーバーのスタッフ。2014 年 1 月から、一般ユーザーからは初の幻黒 
サーバー理事長 ( 現 . 管理者 ) として、建築などを行なっている。

寄稿やインタビューに答えてくれた方たち
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編集後記
　Bookraft が始まってから、半年を迎えた。NIMSA 時代を入れると、この夏コミで設立から 1 年丁度となる。過去に発行した 
2 冊と、この InDesign 上の印刷される夏コミ用の本を見ると、私自身驚くばかりだ。印刷所の入稿期限の 7 月中旬までの３ヶ月。
英検と TOEFL を受けながら、塾に通い、本を書くという少し大変な夏の一時帰国だったが、なんとか経由地のオヘア国際空港
から入稿できたのだろう。
　今回初めてカラー本にしたのに伴い、300 円から 500 円の値上がりとなった。まだデザインのベースは超会議と同じだが、幻黒 
サーバーと Project MC-Exam は新デザインを採用している。その新デザインは、写真・インタビュー用に使えるデザインで 
あり、カラー化に向けたものである。また、冬コミで間に合わなかった企画を、今回の本では主に入れた。それに伴い、企画 
あたりのページ数が６ページのものが増え、結果的に 28P となっている。ほぼ同額のままカラー化したとも言えるだろう。
　今回の幻黒サーバー５周年記念特集だが、幻黒管理委員会の xAliceGenkokux ( 幻黒さん )、nashi2603 ( ナシさん )、
Yuuki8145 (Yuuki さん ) の協力のおかげである。この場を借りて、深く感謝したい。
　本を出す場所の問題を今回は話そうと思う。リアルイベントに携わった立場として思うが、ここ最近、マイクラのイベントが 
乱立し、関係者同士が内ゲバとも言える状態になっているのではないか。最大規模のイベントである「超まいくらひろば」であって 
も、決して円満な終わり方ではなかったと思う。このまま発生した諸問題の原因を解決しないままでは、来年度のまいくらひろば 
が無事に開催されるのか疑問を抱く。もし開催されなくとも、有志のクラフターたちが集い、別のイベントを立ち上げるのかも 
しれない。しかしながら、仲間が一堂に会し互いに協力するイベントであるにも関わらず、先述の内ゲバのような仲間討ちを繰り 
返していては、まいくらひろばの二の舞どころか単なる乱立で終わるのではないか。これはイベントだけに限らず、システムや 
プラグイン等の開発界隈も、サーバーの運営界隈でも同様の現象を見かける。ここで、どの界隈でも見受けられるのが、言論に 
よる凶器レベルのマサカリを投げ、相手を傷つける人である。そんな界隈だからか、ここ近年は特に古参の建築勢や管理者の層
が減少したように見受けられる。
　Bedrock Engine の主流化で、「荒らし行為をする愚かな ( 精神的 ) 低年齢層」が抜けてくれたのは良かったかもしれない。 
しかし、それでも人口が減るのには、何かしらの原因があると私は思う。それは先述の内ゲバだけではなく、マイクラやマルチ
の中にも原因はあるだろう。先述のとおり、Bookraft の本作りは、この夏で一旦休息を迎える。私としては内部崩壊のせいで、
来年の春以降の本を出せず、結果としてこれが最後にならない事を祈っている。

サークル名    Bookraft ( ブックラフト )
連絡先          tocai.sora@gmail.com 
Twitter ID    @Bookraft_dojin・@city_sora
発行日          2018/10/14 (C94 - 電子版 )
通販会社       BOOTH
頒布価格       500 円

協賛・協力団体 今回ご協力いただいた 団体・サーバー

メンバーによる企画用の写真撮影の協力インタビュー協力・一部画像使用

違法アップロードについて
この本は、将来的な情報消滅に備え、終売 2 年後に本の内容を 
Web サイトにて公開予定です。しかし、それより前に Web 
サイトに掲載する行為は、Bookraft は違法アップロードと判
断します。
この本は二次的著作物として、一定の権利が認められており、
違法アップロードを確認した際には DMCA 通報などを行う
つもりです。アップロードなさらないように、お願いします。


